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〈はじめに〉

近年生産設備や情報機器の高度化に伴い、受配電設備への信頼性の要求は益々高まって

きており、事故による停電はもとより、瞬時の電圧低下すら許されない状況となっております。

従って、電気の安定供給は社会活動の中で必要不可欠なものとなっており、主要な供給設備

である高圧受電設備には高い信頼性が要求されます。このような状況の中で、キュービクル式

高圧受電設備はその利便性から広く使用されておりますが、設置上の不備に起因する事故等

により、当該負荷設備が停電するといったケースは少なくありません。

上記現状を踏まえ、盤標準化協議会では設置上の注意事項を具体的にあげて、より安全に

お使いいただけるためのご提案として本技術資料を作成いたしました。

「キュービクル式高圧受電設備」所有者におかれましては、長期間安定して受電していただく

ために定期的な機器の更新を含めた適切な点検、管理の実施をお願い申し上げます。

また、トラブル・被災時における対応事例も合わせて作成しておりますので、参考にしていた

だけましたらキュービクル式高圧受電設備の有用性をより発揮するかと存じます。

本資料に合わせ、「キュービクル式高圧受電設備（老朽化・省エネ対策）」もぜひご覧ください。
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規格
JIS C 4620：2023 「キュービクル式高圧受電設備」では、
「外箱は、さび止め処理を行い、耐久性に優れた塗料で塗装す
る。ただし、溶融亜鉛めっきを施した場合は、この限りでない」と
定められている。
また、「潮風を著しく受ける場所で使用する場合」は特殊仕様
状態となり、「受渡当事者間の協定によって対応」することと
なってる。

塗装仕様は規格において判断が困難なところもあり、またメー
カーによっても塗装方法等が独自仕様になっている。
設置環境をチェックした上でキュービクルメーカーと協議し、塗
装仕様とコストを考慮しながら決定することが望ましい。

１．設置上の注意事項

1-1 塩害地域に設置する場合

注意事項

資料

当協議会技術資料「設置環境から選ぶ盤の塗装性能」より抜粋

⇒公開技術資料等（盤標準化協議会HP）

https://www.sp.jewa-hp.jp/technic.html
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規格
環境省が定める「騒音規制法・環境基準」が判断基準の一つとなる。

①静穏な地域で民家と隣接設置される場合は、離隔距離、基礎、
遮音壁を検討

②建屋の2階以上に設置される場合は変圧器に防振ゴム取付け
を検討

③電源に高調波が含まれる場合は高調波対策を検討

１．設置上の注意事項

1-2 騒音を考慮する場合

資料

注意事項

→次ページへ

地域の類型

基準値

昼間 夜間

ＡＡ ５０デシベル以下 ４０デシベル以下

Ａ及びＢ ５５デシベル以下 ４５デシベル以下

Ｃ ６０デシベル以下 ５０デシベル以下

（注）１ 時間の区分は、昼間を午前６時から午前１０時までの間とし、夜間を午後１０時
から翌日の午前６時までの間とする。

２ ＡＡを当てはめる地域は、療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域
など特に静穏を要する地域とする。

３ Ａを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。
４ Ｂを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。
５ Ｃを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域
とする。

ただし、次表に掲げる地域に該当する地域（以下「道路に面する地域」という。）について
は、上表によらず、次表の基準値の欄に掲げるとおりとする。

第１ 環境基準
１ 環境基準は、地域の類型及び時間の区分ごとに次表の基準値の欄に掲げると
おりとし、各類型を当てはめる地域は、都道府県知事（市の区域内の地域について
は、市長。）が指定する。
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１．設置上の注意事項

1-2 騒音を考慮する場合

資料

環境省 「騒音に係る環境基準について」，
https://www.env.go.jp/kijun/oto1-1.html（参照2022.3.1）抜粋

地域の区分

基準値

昼間 夜間

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域 ６０デシベル以下 ５５デシベル以下

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域及び
Ｃ地域のうち車線を有する道路に面する地域

６５デシベル以下 ６０デシベル以下

備考

車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状の車道部分
をいう。

この場合において、幹線交通を担う道路に近接する空間については、上表にかかわらず、特例として次表の
基準値の欄に掲げるとおりとする。

基準値

昼間 夜間

７０デシベル以下 ６５デシベル以下

備考

個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認められると
きは、屋内へ透過する騒音に係る基準（昼間にあっては４５デシベル以下、夜間にあたっては４０デシベル以
下）によることができる。
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１．設置上の注意事項

1-3 設置（基礎）

規格
JIS C 4620：2023 「キュービクル式高圧受電設備」
・外箱には、基礎に固定するための基礎ボルトの孔を設ける
ものとし、孔の大きさ、個数は設置条件に適合したものとする。
なお、設計条件は、受渡当事者間での協定による。

公共建築工事標準仕様書
・配電盤は、基礎ボルトにより床面に固定する。
・屋外用配電盤等は浸水に注意し、配電盤の荷重を安全に
支持できる基礎の上に設置する。

注意事項
キュービクルの設置には堅固なコンクリート基礎を推奨。
コンクリートブロックによる簡易的な基礎は地震などにより崩
落の危険性がある。

ゲタ基礎やＨ鋼基礎で、雨水の吹き込みが想定される場合
は、基礎のすき間を塞ぐことを推奨します。

→次ページへ
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１．設置上の注意事項

1-3 設置（基礎）

【ベタ基礎】

・最も普通にみられる形態
・コンクリート内には、高圧引込み線用の配線口
  と低圧幹線用の配管口、アース線用の配管口な
  どを設ける
・キュービクルの据え付け（固定）は、アンカーボ
  ルトで行う
・排水パイプ（水抜き)工事が必要

資料

【ゲタ基礎】

・ベタ基礎よりも簡易な形態
・屋上設置など重量制限の厳しい場所で多く採
   用される
・高低圧配線は専用の配管を通す場合とダクト
   に収納する場合がある
・固定方法はベタ基礎の場合と同じ

【Ｈ鋼基礎】

・ゲタ基礎部分を市販のＨ鋼でまかなう形態
・屋上設置など重量制限の厳しい場所で多く
   採用される
・高低圧配線は専用の配管を通す場合とダクト
   に収納する場合がある
・金属用のアンカーボルトでキュービクルを固定
   する

※図は一例を示す
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１．設置上の注意事項

1-4 周囲の保有距離

規格
・火災予防条例第11条第4項

・ JEAC 8011：2020 「高圧受電設備規程」

1130-4   屋外に設置するキュービクルの施設
1130-3 屋内に設置するキュービクルの施設

・キュービクル設置を所轄消防署に届出時に最終確認が必要

・周囲の保有距離が確保できない場合は、所轄消防署の指示に従う

資料

注意事項

建築物との離隔
3m以上
不燃材料で造られている、または開口部がな
いものに面する場合は規定されない。

周囲の保有距離

1m＋保安上有効な距離以上
隣接する建築物などの部分が不燃材料で造られ、開
口部に防火戸などの防火設備が設けてある場合は、
「2.屋内に設置するキュービクル」を適用できる。

①点検を行う面 0.6m以上

②操作を行う面 扉幅＋保安上有効な距離
扉幅が1m未満の場合は扉幅を1mとする。

③溶接などの構造
で換気口がある面

0.2m以上

④溶接などの構造
で換気口がない面

-

２．屋内に設置するキュービクル

１．屋外に設置するキュービクル

※保安上有効な距離・・・人の移動や機器の搬出入に支障をきたさない距離

③溶接などの
構造で換気口
のある面

②扉幅＋保安上有
効な距離以上

②操作及び
点検を行う面

④溶接などの構造
で換気口のない面
（背面等）

0.6m以上

①点検を行う面

任意の距離0.2m以上
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１．設置上の注意事項

1-5 高調波の影響

規格
①JEAC 8011：2020 「高圧受電設備規程」では、「高調波電流に
    よる障害防止及びコンデンサ回路の開閉による突入電流抑制、
    （中略）高調波障害の拡大を防止するとともに（中略）原則とし 
    てコンデンサリアクタンスの6％又は13％の直列リアクトルを施
    設すること」
②JEAG 9702：2018 「高調波抑制対策技術指針」では、「高調波
    環境目標レベルについて「6.6kV配電系統で5％、特別高圧系
    統で3％」を維持するように、高調波発生者である需要家が高
    調波電流の流出を抑制するための対策を行うこととなっている。

高調波発生機器が負荷に存在して、 JEAG 9702：2018 「高調波
抑制対策技術指針」に従って計算を行い、上限値を超過した場合
は、対策を実施する必要がある。

資料

注意事項

→次ページへ

第１ステップ（等価容量による判定）

「高調波流出電流計算書（その１）」を使用

（１）高調波発生機器の抽出及び換算係数等の確認
・高調波発生機器の抽出
・機器ごとの回路種別と換算係数の確認

（２）検討要否の判定

（３）等価容量の計算
等価容量 𝑃0 = σ𝐾i𝑃i ［kVA］

𝐾i：換算係数（表201-2-1），𝑃i：定格容量［kVA］，i：回路種別を示す数

（４）等価容量による判定

以下の条件を全て満足する
・高圧受電
・ビル
・進相コンデンサが全て直列リアクトル付
・換算係数𝐾i = 1.8を超過する機器なし

以下の条件を全て満足する
・高圧受電
・進相コンデンサが全て直列リアクトル付

𝑃0 × 0.9≦限度値𝑃0≦限度値

検討終了

Yes

Yes

No

Yes

検討終了

第２ステップ（高調波流出電流による判定）へ

No

No 検討終了

Yes

No

「高調波抑制対策技術指針」によるガイドライン適合判定
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１．設置上の注意事項

1-5 高調波の影響

資料

（一社）日本電気協会「JEAG 9702-2018 高調波抑制対策技術指針」抜粋

第２ステップ（高調波流出電流による判定）

（１）個別機器の定格運転状態の高調波発生電流の計算
𝐼nj（機器jから発生する第𝑛次高調波電流，通常は第5次，第7次のみ）

（３）高調波流出電流による判定

（２）需要家からの高調波流出電流の計算（簡易計算）
①個別機器の最大稼働率を把握できる場合

𝐼n = σ （𝐼nj × 𝑘j） × 𝛽 𝑘j：機器jの最大稼働率※1，𝛽：ビルの規模による補正率※2 

②個別機器の最大稼働率を把握できない場合
𝐼n = σ （𝐼nj） × 𝑘 × 𝛽  𝑘：当該需要家の機器全体の最大稼働率※3，𝛽：ビルの規模による補正率※2 

※1 「ビル」の場合は，𝑘jに表202-3-1に示す機器ごとの最大稼働率を適用してもよい。

※2 𝛽に表202-3-3の値を適用する。ただし，表202-3-3は標準値であり，高調波発生機器の稼働パターンに

特徴がある等の場合には，一般送配電事業者との協議により「ビルの規模の補正率」を決定する。
また，ビル以外の場合は，1を適用する。

※3 「需要家の最大需要率」を求め，𝑘にこの値を適用する。
「ビル」の場合は，𝑘に表202-3-2に示す0.7を適用してもよい。

𝐼n × 𝛾n≦上限値
第5次𝛾5：0.7，第7次𝛾7：0.9

検討終了

Yes

No

以下の条件を全て満足する
・高圧受電
・進相コンデンサが全て直列リアクトル付

検討終了

𝐼n≦上限値
YesYes

No

（４）高調波流出電流の詳細計算と抑制対策の検討※4

ａ．機器への分流による高調波電流の低減効果※5

ｂ．直列リアクトル付進相コンデンサへの流入による高調波電流の低減効果※5

ｃ．抑制対策

・多パルス化

・フィルタ設置 等

※4 詳細計算では、直列リアクトル付進相コンデンサの低減効果（分流、電力系統からの流入）を個別に

  計算し反映するため，低減係数（第5次𝛾5：0.7，第7次𝛾7：0.9）を適用しないこと。

※5 進相コンデンサが「直列リアクトルなし」である場合，高調波流出電流を増加させるため，詳細計算では，

「直列リアクトルなしの進相コンデンサ」の影響を加味すること。

「高調波流出電流計算書（その２）」を使用

「高調波流出電流計算書（その１）」を使用

No

𝐼n≦上限値

No 検討終了

Yes

「追加対策」又は「対策方法の変更」
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１．設置上の注意事項

1-6 雷対策

規格
JEAC 8011：2020 「高圧受電設備規程」
「雷サージ（誘導雷）による機器の絶縁破壊を防止するため、架
空電線路から供給を受ける需要場所の引込口又はこれに近接
する箇所には避雷器を施設すること。ただし、雷害のおそれが
ない場合は、この限りでない。」

①雷サージ（誘導雷）により発生する異常電圧によって、高圧
     機器、低圧機器に関わらず被害を受ける。
②雷の発生が多い地域に関して調査を行う。

資料

注意事項

1140-1図（その1) 引込別結線図例（架空引込み）

避雷素子の結線図例（高圧受電設備規程より一部抜粋）

区分開閉器に制御電源内部型
（避雷素子内蔵）を使用した場合

電気設備技術基準の解釈（第37条）では、受電電力が500kW未満の場合に
は避雷器の設置を義務付けしていません。
しかし雷サージの侵入はその容量に関係無く発生するため、避雷器内蔵の
PASであってもキュービクルに設置することがより効果的です。
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１．設置上の注意事項

1-7 結露

規格
JIS C 4620：2023 「キュービクル式高圧受電設備」において、
「常時湿潤な場所で使用する場合」は特殊使用状態となり、 
「受渡当事者間の協定によって対応する」とされている。

キュービクルを使用する場所が湿潤と考えられる場合は要求
事項をキュービクルメーカーへご相談ください。注意事項

資料

（一社）日本電機工業会「JEM-TR 194-2016 高圧遮断器の使用環境に対する検討指針」抜粋

結露対策の方法（例）
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２．トラブル対応事例

2-1 屋根ヒサシ部からの雨水浸入

状況
・煙を発生し、電気の供給が停止した。
・高圧真空遮断器（VCB）の焼損が最も著しく、電源側端子のセ
パレータが溶けて電源側配線の被覆が熱により溶融していた。

・北からの暴風雨により、キュービクル前面屋根ヒサシ部換気
  口より雨水が吹き込み、屋根裏面を流れた雨水がVCB電源
  端子部に落下し、端子部に付着していたじんあいが水分を含
み、相間が絶縁破壊を起こし損傷に至ったと思われる。

原因

・当該キュービクルは旧JIS※の構造形式であったため、
  雨返しを追加
・定期的な保守点検

対策

（一社）日本配電制御システム工業会 「JSIA-T1015 電気設備の事故とその対策事例」抜粋

設置場所
・ビルの屋上で北向きに設置。
・周囲に遮るものはなし。

※1986年に改正されたJIS C 4620 「キュービクル式高圧受電設備」から、
防噴流形試験が追加されている。

通気孔詳細

雨水浸入経路

雨水浸入防止対策例
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２．トラブル対応事例

2-2 キュービクル内部への雨水浸入

状況
キュービクルの点検の際に下記の事項が発見された。
①トランスやリアクトルの上部及び床面に水滴の痕跡がある。
②側面扉を開けた所にある保護板の内側面に水の垂れた跡
  と思われる痕跡がある。

原因
天井扇から雨が入り込んだ可能性が疑われたが、天井扇が
無い屋根の裏側や側面扉内側にも水滴跡が見られたことから、
強風により屋根のヒサシ部から湿った空気が入り込み、天井
面等に付着して結露となって水滴が垂れたものと推測した。

屋根のヒサシを開口なしのものに交換し、強制換気のみにした。対策

設置場所
・海岸から1km以内の高台にある需要家敷地内。
・キュービクル周囲に風雨を遮るものは無かった。
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２．トラブル対応事例

2-3 雨水浸入による錆

状況
キュービクルの点検の際に下記の事項が発見された。
①床面（底板）に水滴の痕跡がある。
②床面・外箱本体下部に錆が発生している。

・台風等の想定以上の暴風雨が屋根ヒサシの換気口部から
  浸入した可能性が高い。原因

現場改修にて下記を実施
・ヒサシの換気口形状を長穴からφ２パンチング加工にした
ものに変更した。
・雨返し上部にカバーを取り付けた。

対策

設置場所
・需要家の地上敷地内。
・キュービクル周囲に風雨を遮るものは無かった。
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２．トラブル対応事例

2-4 風雨・湿気による短絡事故

状況
・風雨と湿気で高圧真空遮断器（VCB）が絶縁低下し、短絡した。
・キュービクルは設置から10年以上経過していた。

・キュービクルはゲタ基礎の上に設置されており、基礎の両端が
  塞がれていないため、下から風雨と湿気が入り、高圧真空遮断
  器（VCB）の絶縁が低下し、短絡事故に至ったものと思われる。 

原因

・ゲタ基礎の両端を遮蔽し、風雨の直接の浸入を防いだ。
対策

設置場所
・ビルの屋上。

※遮蔽板の考慮については高圧受電設備規程（1130-4）に記載がある。
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２．トラブル対応事例

2-5 台風によるドアはずれ

状況
工事期間中（引渡し前）の朝、下記が見つかった。
・3面体の右正面扉が脱落している。
・扉側の蝶番が引きちぎれており、本体側の蝶番も変形している。
・前日の夜に台風の直撃があった。

扉の施錠をしていなかったことにより、台風による暴風で本体に掛
かる扉側の止め金、ロット棒が外れて、強風で扉の開閉が繰り返
され扉が脱落した。

確実に扉の施錠を行うようお願いした。対策

原因

設置場所
・ビルの屋上。
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２．トラブル対応事例

2-6 台風による冠水

状況
・台風により川が増水して氾濫し、キュービクルまで雨水に浸
かってしまった。

・2009年8月10日兵庫県を通過した台風9号により、設置場所
から数百ｍ東側を流れる川が増水で氾濫し、キュービクル
が浸水した。

原因

キュービクルの基礎を高くした。対策

設置場所
・道路に面したコンビニエンスストアの駐車場脇。
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２．トラブル対応事例

2-7 ヒサシ部からの雨水浸入

状況
・メンテナンスの際、キュービクル内部に雨の浸水の痕跡が見ら
  れた。

・換気口のある側が風を受ける向きに設置され、風雨を遮る建造
  物等もない状況であった。
・その状況下で、ビル屋上の吹き上げ風や台風などの想定以上
（JIS規定の防水試験以上）の暴風雨により、キュービクル内へ
雨が浸入したと考えられる。

原因

・扉と扉枠（水切り部）との隙間にゴムパッキンを貼った。
対策

設置場所
・ビルの屋上。
・屋上の隅に設置され、風雨を妨げる建造物等なし。
・換気口のある側が風を受ける方向に設置されていた。
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3

1 庇部通気孔への対応 扉裏側の隙間への対応

下部通気孔への対応

通気孔レス
通気孔を板でふさぐ

換気孔の面積が減少するため、
換気に対し再計算を実施し適
切な換気対策が別途必要とな
ることがあります。
例）扉面にガラリ設置

※注意点

庇部通気孔への対応 扉裏側の隙間への対応

下部通気孔への対応

パッキン

（各写真もしくはイラスト）

通気孔レス
防雨板

ガラリ

通気孔
レス

主な対策例 まとめ

パッキン
取付け

通気孔を
板でふさぐ

1

2

3

2
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２．トラブル対応事例

2-8 雪の浸入によるVT短絡

状況
・高圧側VTが焼損している。
・設置をした関東地区において記録的な大雪が降った。
  （1998年1月15日）

・北西の風雪が長時間にわたって吹き付けたために、防噴流構
造をかいくぐって雪が中に舞い込んだ。
・浸入した雪によりVT本体が濡れ、絶縁低下したために短絡、
焼損に至る結果となったと推測された。

原因

・受電盤の屋根ヒサシ部の換気口（前後面）を換気口無しの
ものに変更する。
・定期的な清掃（絶縁劣化の予防のため）と絶縁抵抗確認を
お願いした。

対策

設置場所
・ビルの屋上（周辺では一番高い建物であった。）
・キュービクルは正面が北向きに設置されていた。

キュービクル内機器や底面に埃が堆積しており、
湿気による絶縁低下が発生しやすい環境であっ
た。



23

２．トラブル対応事例

2-9 雪の浸入

状況
・キュービクル内部に雪が浸入し、積もっている。

・扉と扉枠の隙間から風とともに雪が浸入し、キュービクル内
  部に雪が積もった。原因

・扉と扉枠の隙間をパッキンで埋め、隙間を無くした。
対策

設置場所
・豪雪地域。
・工場の地上敷地内（キュービクル周囲に防風壁等なし）。

※豪雪地域へキュービクルを設置する際は、事前に風向きを考慮した
    設置や、風雪の吹きさらしにならない箇所への設置、または防風壁
    などを別途設けるなどの対応をお願いします。
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２．トラブル対応事例

2-10 積雪による開閉不具合

状況
・キュービクルが雪に埋もれ、扉が開けられない。

・積雪量を十分に考慮しないで設置された。
原因

・積雪量を考慮した建造物（屋根、壁等の囲い）の建築要請を
行った。対策

設置場所
・スキー場のゲレンデ横。

※キュービクルの設置場所には十分ご配慮ください。



25

２．トラブル対応事例

2-11 雷害による機器損傷

状況
・出社時に工場が停電していた。
・電気管理技術者の方で確認したところVT、VCBが損傷していた。
・PAS側、キュービクル側ともに避雷器は設置されていなかった。

・機器の状況などから見て雷サージ電圧の影響を受け、機器が損
  傷したものと推察される。

・キュービクル内またはPAS側へ避雷器の設置を提案した。

原因

対策

設置場所
・需要家である工場の地上敷地内（屋外）。
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２．トラブル対応事例

2-12 小動物の侵入

状況
・高圧交流負荷開閉器（LBS）で短絡事故が発生した。
・扉を開けると、LBS一次側に蛇が巻き付いていた。

・チャンネルベースの換気口から侵入したと思われる蛇が
   LBSの一次側充電部に接触し、地絡・短絡事故に至った。
・LBSには、仕様取り決め段階で絶縁バリアを付けないこと
にしていた。

原因

・換気口に網を取付けし、蛇が侵入できない構造とした。
・LBS絶縁バリアの採用も有効。

対策

設置場所
・周辺に田畑や林があるコンビニエンスストア。
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２．トラブル対応事例

2-13 天井扇フード内鳥害

状況
・換気扇が回ると上からワラなどの異物が落ちてくる。

天井扇のフードと屋根の間の隙間から、鳥（スズメ）がフード内
のファンガード上部に巣を作ってしまったことによる。原因

・現地にて屋根との間の隙間を少なくしたフードに交換した。
対策

設置場所
・建屋の屋上。
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２．トラブル対応事例

2-14 住宅地での騒音苦情

状況
・民家とキュービクルとの間に設けられた壁が低いため、キュー
ビクルに取付けられた換気扇の騒音が隣接の民家に伝わり、
対応を求められた。

・換気扇本体からの騒音。
原因

・換気扇フードの排気口を壁より低い位置に変更することで、
  民家への騒音を低減させた。
・換気扇の騒音については低騒音タイプ換気扇の採用も有効。

対策

設置場所
・住宅地の近隣にキュービクルを設置
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２．トラブル対応事例

2-15 隣接する民家からの騒音苦情

状況
・キュービクルからの夜間騒音が気になって眠れないという苦情
  が入った。
・キュービクルの周囲には特に囲い等もない状態での設置であった。

・変圧器が振動して共振音が発生していた。
  （励磁音は通常レベルであった。）

・変圧器に防振ゴムを装着し、共振音を低減させた。
・防音壁の採用も有効。

原因

対策

設置場所
・幹線道路に面した物販店舗の裏側。
・裏側には民家が隣接していた。
・夜間は車の通行量も少なく、静かな地域であった。
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２．トラブル対応事例

2-16 盤内の温度上昇

状況 ・盤内温度が著しく上昇。

・収納機器の発熱や太陽光の輻射熱の影響により盤内温度が
  上昇。原因

対策

設置場所 ・屋外設置。

・十分な換気量が得られるように換気扇を追加した。
・クリーム（白系）塗装色の採用も有効。

⇒公開技術資料等（盤標準化協議会HP）

https://www.sp.jewa-hp.jp/technic.html
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２．トラブル対応事例

2-17 高調波によるリアクトル破損

状況
・夜中に直列リアクトル破裂による停電が発生した。

・過大な高調波の流入により当該SRの高調波耐量を超えたこと
  に起因する不具合と推察された。
・機器メーカーの調査結果より、リアクトル自体の異常はなく、
  6％直列リアクトルの第5調波電圧歪み率4.0％を超える歪み
  が発生したと推測される。

・SRの交換を行った
・発生源は需要家側ではなく電力系統からの流入であること
  から、再発した場合の対策として、リアクタンス（耐量）を
  13％に上げる必要があることを説明した

原因

対策

設置場所
・小規模工場の地上敷地内



32

２．トラブル対応事例

2-18 高調波による異音発生

状況
・キュービクル内部の変圧器付近からうなり音が発生するとの
  連絡が入った。
・音は5～10秒間隔ぐらいにうなり音（うなり音は67～68dBあり、
うなり音が消えている間は64～66dBであった）が聞こえた。

・高圧コンデンサ回路を切り離すと、うなり音が消えたことにより
  異音の発生箇所は高圧コンデンサ用直列リアクトル（SR）である
  ことが判明した。
・機器メーカーによる調査の結果、SR自体の異常でないことから
  高調波によるものであることが推測される。

・高調波発生源や高調波成分の調査後、
  その結果によって、SRのリアクタンス（耐量）を上げる必要があ
  ることを説明した。

原因

対策

設置場所
・集合住宅（団地）の屋上。
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２．トラブル対応事例

2-19 高調波によるリアクトル加熱

状況
・定期メンテナンスで、直列リアクトル（SR）のモールド部に貼り
  付けてあるシールが変色（こげ）していることが発覚した。

・高調波電流の流入によるSRの加熱が原因と推察。
・SRの解体調査結果より、6％直列リアクトルの高調波許容値を
  超えていたことが原因と判明した。

・高調波対策としてSRのリアクタンス（耐量）を上げるため、高圧
  コンデンサ（C）及びSRを13％のものに取り替えた。

原因

対策

設置場所
・集合住宅（団地）の屋上。
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２．トラブル対応事例

2-20 高調波によるコンデンサの膨れ

状況
・点検時に高圧コンデンサ（C）が異常に膨らんでいるのが見つ
  かった。
・保安装置付きのものであったため、コンデンサが破裂する前に
  回路が遮断された状態であった。

・キュービクルはPF･S形の2面体で、直列リアクトル（SR）は
  設置されていなかった。
・配電系統から高調波電流が流入し、コンデンサの内部温度が
  上昇したことにより、ケースが膨らんだものと推測される。

・高圧コンデンサ回路に直列リアクトルを追加することが出来
  なかったため、高圧コンデンサを取り外し低圧回路側に低圧
  LCユニット（直列リアクトルとコンデンサを一体化した機器）
  を設置することをお願いした。

原因

対策

設置場所
・小規模工場。
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２．トラブル対応事例

2-21 絶縁劣化による焼損

状況
・MCCB電源側接続は銅ブスバー配線であるが、端子側で激しく
焼損しており、分岐バーがMCCB端子側で溶断・消失していた。
・納入設置より15年以上が経過していた。
・発生時および数日前から雨天であった。

・MCCB電源端子部に堆積した粉塵などが吸湿したことによる
  相間の絶縁低下が加わり、焼損に至ったものと判断した。

・メンテナンス、清掃の励行。

原因

対策

設置場所
・需要家の地上屋外

焼損MCCB 電源側拡大焼損MCCB
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２．トラブル対応事例

2-22 VCBの短絡焼損

状況
・高圧真空遮断器（VCB）が短絡焼損した。
・夏場で激しい雨が降っていた。
・キュービクルは設置から15年経過していた。

・VCB上面に海塩粒子を含んだ塵埃が堆積し、雨の湿気
  などにより絶縁低下し、沿面放電したものと推察された。

・現地にてVCBを交換した。
・定期的な清掃（絶縁劣化の防止）をお願いした。

原因

対策

設置場所
・海岸に近い場所（河川沿い）。



37

２．トラブル対応事例

2-23 VCBの焼損

状況
・高圧真空遮断器（VCB）がひどく焼損し、周囲の機器も焼損
している。
・製造から15年経過による経年劣化と5年間清掃等のメンテナ
  ンスがされていなかった。

・VCBなどの機器端子部に多量の埃が積もり、結露・湿気の複
  合要因が重なって絶縁劣化（トラッキング発生）が促進され、
  VCBの焼損・周辺機器の焼損に至ったと考えられる。

・各機器の更新推奨時期が過ぎたものは、早めに交換を行う。
・適正な時期にメンテナンスをしっかり行うようお願いした。

原因

対策

設置場所
・ビル屋上。
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２．トラブル対応事例

2-24 漏電遮断器の焼損

状況
・工場終業後（負荷をほとんど使用していない状況）、突然停電が
  発生。電気工事店の調査結果、キュービクル内のELCBが焼損
  していた。
・当該ELCBは、納入当時のままで17年が経過し、当日は雨模
  様であった。

・低圧電路の漏電が発生し、ELCBが漏電トリップ（ソレノイドに
  電圧印加）しようとしたが、ELCBの内部機構の固渋からソレノ
  イドの過熱・発火に至ったものと判断した。
・ELCBの内部機構の固渋は、経年劣化と定期メンテナンス不足
  （テスト釦動作含む）に起因したものと考えられる。

・ELCB、MCCBなどの機構部、可動部は、経年劣化による固渋
  （グリースの硬化など）が生じる可能性があり、定期メンテナ
  ンスの中で「切」「入」動作や、トリップ釦・テスト釦によるトリッ
  プ動作をさせることが必要との説明、励行と交換推奨年を目安
  にした早めの更新を啓蒙した。
※同様の原因（機構部の固渋）によるMCCBでの“ON”、“OFF”
    動作不良が散見される。

原因

対策

設置場所
・工場敷地内。
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２．トラブル対応事例

2-25 VCB絶縁抵抗の低下

・ゲタ基礎の側面に遮蔽板を設置していただいた。
・VCB下部の底板換気口を鉄板で塞いだ。
・結露防止のためにVCB下部にスペースヒーターを1台取り付け、
  夜間のみタイマーで加熱運転するようにした。

対策

状況
・メンテナンスの際、VCBの絶縁抵抗を測定すると10MΩとなって
おり、低下がみられた。
・基礎はゲタ基礎で、側面は遮蔽されていなかった。
・キュービクル内に結露とVCB端子部に錆が見られた。

・塵埃の堆積による汚損とチャンネルベース・底板の換気口か
  ら雨水・湿気が浸入し、昼夜の温度変化により結露が発生し
  たことが原因であると推察された。

原因

設置場所
・ビル屋上。
・キュービクル周囲に風を遮るものは設置されていない。
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２．トラブル対応事例

2-26 グリース劣化

状況
・6年前納入したキュービクルの年次点検終了後、VCBが投入
できなかった。数回投入操作を行ったら投入できた。

・注油がされていなかったことによるVCB内部機構部のグリー
ス劣化が原因と推測される。

・メンテナンス時、VCBへの注油の必要性を記した資料を提出
  し、周知を行った。
・メンテナンスおよび注油を実施した。
・定期的な古いグリースの除去と再塗布の実施をお願いした。

原因

対策

設置場所
・小規模工場の地上敷地内（屋外）。

（一社）日本電機工業会「高圧真空遮断器の注油の必要性について」抜粋
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２．トラブル対応事例

2-27 締結トルク・締め付け不良

・幹線ブレーカの負荷側配線の締め付け時、ブレーカのフレーム
が破損した（端子間の樹脂部）。
・ブレーカを交換したが、再度破損した。

・ブレーカメーカー推奨の締付トルクの2倍以上のトルクで締付
  けが行われていたために生じた。

対策
・ブレーカメーカーが推奨するトルクにて締め付けを実施して
   いただいた。
・トルクレンチを使用し、適切なトルクで締結することが重要。

設置場所
・小規模工場の地上敷地内（屋外）。

状況

原因
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２．トラブル対応事例

2-28 変圧器圧着端子の焼損

・変圧器低圧側の圧着端子部が黒く焼損している。

・納品後、変圧器は一度改修されており、その際の締め付け
  不良からねじが緩み、発熱・焼損したと考えられる。

対策
・増し締め確認を徹底していただく。
・マーカーなど緩み確認の印を設け、メンテナンス時に緩みが
  無いかの確認をお願いした。

設置場所
・スーパーマーケットの地上敷地内。

状況

原因
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２．トラブル対応事例

2-29 基礎設置面凹凸による外箱の歪み

・納入したキュービクルが設置された後に背面扉が開閉できなく
  なった。
・後日応急処置として蝶番の交換、調整を行ったが改善されない。

・ゲタ基礎のキュービクル設置面の水平レベルが取れていない
  状態でキュービクルを設置し、アンカーボルトにより締め付け
  た際、キュービクル外箱が歪んで扉が扉枠に引っかかり、開
  閉できなくなったことによる。

対策
・基礎施工業者側にてキュービクルが水平に設置できるよう
  基礎の修正を実施した。

設置場所
・ビル屋上。
・ゲタ基礎。

状況

原因
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２．トラブル対応事例

2-30 車が突っ込んで破損

・駐車場脇に設置されたキュービクルに車が操作を誤り突っ込み、
  LBSが遮断してしまった。
・キュービクルの前面には車両ガードは設置されていた。

・車がアクセル操作を誤ったもの。
・車が突っ込んでもおかしくない設置場所であった。

対策
・キュービクルの設置にあたっては、車の通行範囲から外れた
  箇所にしていただくよう啓蒙する。

設置場所
・飲食店舗の駐車場脇。

状況

原因
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２．トラブル対応事例

2-31 地震による変圧器の傾き発生

・変圧器取付ベースやその他変形が生じた部材を交換し、復旧
  を行った。対策

状況
・2005年3月20日に福岡県西方沖地震が発生した。
・キュービクル外部には異常は見られなかった。
・扉を開けて点検すると、変圧器のうち1台が傾いていた。

・取付ベース部に地震による過度の力が加わり、
  変形したもの。

原因

設置場所
・ビルの屋上。
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２．トラブル対応事例

2-32 地震による変圧器の油漏れ等

・変圧器油漏れは現地でのコーティング処置により応急修復した。
・後日変圧器を交換した。対策

状況
・2009年8月11日に静岡県駿河湾沖を震源とした地震が発生した。
・主任技術者の点検により変圧器（三相500ｋVA）2台の油漏れと
  変圧器を固定している鋼板製の架台の変形や、その他内部
  構造のゆがみ等が発見された。
・油漏れの状況は1秒間に1滴と10秒間に1滴程度のもので
  あった。

・地震による激しい揺れにより、変圧器のラジエ
  ターにクラックが生じ、油漏れが発生した。
・同時に変圧器を固定している取付ベース等に過度の力が加
  わり、変形してしまったと推察される。

原因

設置場所
・3階建て建屋の屋上。
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２．トラブル対応事例

2-33 地震による変圧器防振ゴムの破損

対策
・地震による衝撃に十分耐えうる強度を有する耐震ストッパー
  付の防振ゴムを変圧器と堅固に取り付けることで防振ゴムの
  破損をより軽減できる。

内容
・変圧器に防振ゴムを設ける場合、地震による過大な変位を抑
  制するストッパ機能を有していないと、ゴム部の破損や変圧器
  の揺れ過ぎにより配線が破断してしまう可能性が高くなる。

（一社）日本電気協会関東支部 
「東北地方太平洋沖地震による自家用電気工作物の被害状況及び対策方針」抜粋
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２．トラブル対応事例

2-34 地震による破損、変形

対策
・JEM-TR252 「配電用変圧器の変位量抑制指針」に示される  
  変圧器の振れ幅を考慮した十分な余長を設けたり、変圧器の
  振れを抑制する構造を設けることで、電線の破断や端子部の
  変形等をより軽減することができる。

状況
・地震による過大な変位により、電線の破断や機器端子部の変形、
  変圧器の転倒が発生した。

（一社）日本電機工業会 「JEM-TR252 配電用変圧器の変位量抑制指針」引用

端子部の変形 圧着端子部の変形 変圧器の転倒
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３．被災時における対応

3-1 津波によるキュービクルの浸水

状況
・津波によりキュービクルが水没。
  キュービクル内全体が汚水で汚染される。

対策
損壊の程度にもよるが、今回の場合は外箱や機器・電線が
汚水で浸かっており、現地改修などの応急処置による復旧は
困難な状況と見受けられる。
キュービクル式高圧受電設備（全電気工作物）を取り替える。

また、津波によりキュービクルが浸水しているため、基礎を嵩
上げするなどの対策も考慮する。
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３．被災時における対応

3-2 耐震への適切な施工～アンカーボルト

内容

適切な強度を有した基礎に、適切なアンカーで堅固に取り付ける
必要がある。

対策

簡易的な基礎や、アンカーボルトが適切に施工されていない場合、
地震の大きな揺れによりキュービクルの破損につながる。

箱抜きアンカー

あと施工アンカー

金属拡張アンカー 接着系アンカー

 おねじ形   めねじ形

ｷｬｯﾌﾟ

ﾚｼﾞﾝ

骨材

ｶﾞﾗｽ管

硬化剤

ヘッド ヘッド

ボルト

（一財）日本建築センター発行
「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」抜粋

（一社）日本電気協会関東支部
「東北地方太平洋沖地震による自家用電気工作物の被害状況及び対策方針」抜粋
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参考資料

・（一社）日本配電制御システム工業会

「JSIA-T1015 電気設備の事故とその対策事例」（2015）

「JSIA-T1018 配電盤類の耐震設計マニュアル」（2012）

「JSIA-T1020 配電盤類の塗装技術」（2017）

「高圧真空遮断器の注油の必要性について」

・環境省「騒音に係る環境基準について」，https://www.env.go.jp/kijun/oto1-1.html（参照2022.3.1）

・（一社）公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」

・（一社)日本電気協会「JEAG 9702-2018 高調波抑制対策技術指針」

・ (一社)日本電機工業会

 「JEM TR 194-2016 高圧遮断器の使用環境に対する検討指針」

 「高圧真空遮断器の注油の必要性について」抜粋

 「JEM-TR 252-2016 配電用変圧器の変位量抑制指針」

・ （一財）日本建築センター発行「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」

盤標準化協議会
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（一社）日本配電制御システム工業会 中部支部内 
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